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現代における 18 世紀ヴァイオリン音楽の自由装飾  1

— 自由装飾のパターンの特定とそのコンピュータ・シミュレーション — 

堀内 由紀 　高岡 明  2 3

1. 現代におけるバロック音楽の自由装飾の研究の意義と方法 

「装飾法は、作曲家が記した演奏に関する指示と演奏家の直感の間のバランスを取る行
為である。18世紀において、当時の嗜好を反映しながら、そのバランスを取る試みが絶え
ることなく継続していたことは、歴史的資料が証明している。」 (Hogwood 2013, IX) 

現代の古楽器奏者にとっては、バロック時代の様式感の修得が必要不可欠であると同時に、ホグウッドが示
唆するように、現代の嗜好を反映した演奏と作曲家による指示とのバランスの探究が必要になる。20世紀の
音楽理論家レナード・マイヤー (Meyer 1967, 1989) は、音楽が常に新しい意味を獲得するためには、その様
式的規範からの逸脱とその逸脱の結果生じる音楽様式の変化は必然的な帰結であると指摘する。ホグウッド
が述べている「バランスを取る試み」の目的は、そうした新しい意味の獲得であると思われる。そうする
と、現代の演奏家による自由装飾の演奏は、現代の嗜好を反映しつつ新しい音楽的意味の獲得を目的とする
ならば、それは自由装飾の様式的規範からの逸脱によって可能となり、そのためには、何よりも自由装飾の
様式的規範自体を知ることが前提となる。そこで本研究では、装飾法研究の新しい試みとして、現代の形式
言語学が正格な、つまり well-formed な文を規範文法によって規定するように、18世紀の装飾言語の語彙を
規定する規範文法としての規則の集合を特定し、装飾の語彙論について考察する。 

2. コレッリ《ヴァイオリン・ソナタ集》 作品５ (1700) の自由装飾のパターン 

表 2.1: コレッリ《ヴァイオリン・ソナタ集》 作品５ (1700) の自由装飾のパターン 

 助成：公益財団法人 ローム ミュージック ファンデーション 1

  この研究発表で使用したビデオおよび譜例は以下のWebページで御覧いただけます： 
  http://sites.music.columbia.edu/akira/compositions/ImprovisedOrnamentation/

 桜美林大学芸術文化学群、バッハ・コレギウム・ジャパン2

 桜美林大学芸術文化学群、東京音楽大学3
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http://sites.music.columbia.edu/akira/compositions/ImprovisedOrnamentation/
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  2.1. 「アムステルダム版」(1710) の装飾パターン 

譜例 2.1.1:「アムステルダム版」の装飾パターン P1、P2、P3 

譜例 2.1.2:「アムステルダム版」の装飾パターン P3、P4、P6 

  2.2. 「アムステルダム版」(1710) 以後の装飾パターン 

譜例 2.2.1:「アムステルダム版」以後の装飾パターン P7、P12 

譜例 2.2.2:「アムステルダム版」以後の装飾パターン P8 
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3. 自由装飾の語彙論 
  3.1. 「アムステルダム版」と「アムステルダム版」 以後の装飾パターンの関係 

D1: 音符の細分化/増加 
D2: リズムの変化/多様化. 
D3: 音域/音程の拡大. 

  
例 3.1.1: 装飾パターンの導出規則： D1、D2、D3 

 
P1:原旋律の2音間の順次進行する装飾　  　　　　　　P2:分散和音による装飾 

            　     D1:音符の細分化/増加　　　　　　　　　　　　　　D1:音符の細分化/増加 
  
P7:非拍節的順次進行する多量の音符による装飾　　　P8:多量の音符による分散和音から成る装飾 

例 3.1.2: P7 および P8 の導出 

例 3.1.3: P9 から P14 までの導出 

例 3.1.4: アムステルダム版以後の装飾パターンの導出の実例 

  3.2. 自由装飾の語彙を生成する「文法」(規則の集合 { a, b, c, d, e, f } ) 

a: S → NP - AUX - VP   （文 S は、名詞句 NP - 助動詞 AUX - 動詞句 VP から成る。） 
b: VP → V - ADVP - PP （動詞句 VP は、動詞 V - 副詞句 ADVP - 前置詞句 PP から成る。） 
c: ADVP → DEG - ADV（副詞句 ADVP は、程度副詞 DEG - 副詞 ADV から成る。） 
d: PP → P - NP                （前置詞句 PP は、前置詞 P - 名詞句 NP から成る。） 
e: NP → DET - (AP) - N （名詞句 NP は、限定詞 DET - (形容詞句 AP) - 名詞 N から成る。） 
f: AP → (DEG) - A          （形容詞句 AP は、(程度副詞 DEG) - 形容詞 A から成る。） 

例 3.2.1: 句構造規則 Phrase Structure Rules (Radford 1986, 41) 
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図 4.8　装飾パターンの派生２ 

 
 
 

 
 

　　 

　上述のように、装飾パターンの原則と派生規則の組み合わせによって、本稿で考察対象とした現
存する18世紀の恣意的装飾のすべてのパターンは、そうした原則に基づく装飾パターンあるいは
その派生型と捉えることが可能である。さらに、そうした組み合わせは、装飾パターンの原則の
組み合わせに限っても膨大な数に登るため、自然言語の句構造規則から無限の適格な文が生成さ
れるように、原則の組み合わせと派生規則によって現存する装飾パターンに加えて記譜されること
のなかった無数の装飾パターンも派生し得る。例えば、基本原則 BPs に P4、P6、P15 および派生
規則 D1 と D2 を組み合わせることによって、以下のような新しい装飾が派生する（筆者自身の組
み合わせによる）： 

図 5.1　原則と派生規則の新しい組み合わせにから派生する新規の装飾 
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同じ複合型装飾パターン（ルーマン）の異なる派生を以下に示す： 

図 4.5　複合型装飾パターンの派生２ 
 
 
 
 
 
 
 
 

　　 

このルーマンの例のように、同一の装飾パターンが、派生規則の異なる適用によって複数の異なる
派生過程、すなわち、図 4.4：コレッリ (1700) → アムステルダム版 (1710) → ルーマン という派生
過程と図 4.5：コレッリ (1700)  → ルーマン という派生過程から帰結するということは、3.2 節で
指摘した異なる影響関係のどちらが現実に生じたか知ることなしに、事実として存在する装飾パ
ターンの派生の記述が可能であるということなので、上述した派生規則の一般性をある程度証明
する。このように、ここで提起した装飾パターンの体系化の利点は様々であるが、最も有用な点
の一つは、種々の装飾パターンの派生規則の明示とともに、装飾パターンの歴史的変化の一般的
な規則性を記述し、他の時代、特に本稿では現代における恣意的装飾との関係を検証することが
できる点にある。これについては次章で述べる。 

このように、英語の句構造規則の集合によって、無限の数の英語の適格な文、すなわち、適格な文
のコーパス（総体） corpus が形成され、また、ある文が与えられたとき、それが英語の文として
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例 3.2.2: 句構造規則によって導出された構文論的に正格な文 (Radford 1986, 43) 

4. 自由装飾の語彙論の演奏への適用とコンピュータ・シミュレーションによる語彙論の検証 
 4.1. 演奏への適用例 

譜例 4.1.1: P1 から P6 (アムステルダム版の装飾パターン) の組合せに (表 2.1. M列) よる自由装飾 (堀内 2023) 

譜例 4.1.2: P1 から P17 の新規の組合せ (表 2.1. N列) による自由装飾 (堀内 2023) 
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 4.2. 自由装飾の語彙論のコンピュータ・シミュレーション 

譜例 4.2.1. Corelli (1700) Op5, V, mm. 1-5 

例 4.2.2: 譜例 4.2.1 の数字付き低音のデータ（左）および装飾パターンのデータ（右） 

例 4.2.3: 例 4.2.1 のデータからP1 を自動生成するメソッドの一部 (左)、ヴァイオリンのスレッド (右)  
 
5. 結論：今後の研究計画、語用論、自由装飾の様式変遷 
  5.1. 自由装飾の語用論 

例 5.1: 構文論上正格ではあるが無意味な文 (Chomsky 1957, 15) 

  5.2. 様式変遷のコンピュータ・シミュレーションと18世紀以後の自由装飾 
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                 NP                 VP 
 
                       NP 
 
             A       A     N     V      ADV 

         Colorless green ideas sleep furiously. 

 
                              S 

 
             NP   AUX              VP 

                        
                                 ADVP      PP 
 
                                               NP 
 
          DET  N         V   DEG   ADV   P  DET   N 

         This boy will speak very slowly to that girl. 
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アムステルダム版 (Corelli 1710) 以後の作品５の主な出版譜および手稿譜 

（以下、アステリスク＊は作者不詳のため所蔵図書館の名称あるいはその所在地を示す。） 

a) 本研究で考察対象とした資料 
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comme il les joue. Edited by Estienne Roger.  Amsterdam. facs. a cura di Marcello Castellani, Firenze, SPES 
1979.  

Dubourg, Matthew. c.1725. Corelli’s Solos Grac’d by Dobourg [sic], versioni ornate delle Sonate op. 5 di Corelli. ms. 
del sec. XVIII, collezione privata ignota. 

Festing, Michael Christian. c.1733-36. The British Library, London (GB-LbI), MS. Add. 71244. 
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_______. 1776. “Arcangelo Corelli. Violin Sonata, Op. 5, No.9.” In John Hawkins. 1776. A General History of the 

Science and Practice of Music, vol. 5. London: T. Payne: 394-9. 
McGibbon/McLean. c. 1740. Jean Gray Hargrove Music Library, University of California, Berkeley (US-BEm), MS 

957. 
Manchester*. c.1750. Manchester Public Library (GB-Mp), Newman Flower Collection, MS. 130 HD 4 v.313. 
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